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文書管理システムにおけるイメージ処一里技術
Image Processing Techniquesfor Document Management SYStem

最近,オフィス業務の生産性向_Lに対する関心が高まり,文書の作成,保管,編

集などの文書管理機能の強化とシステム化が強く望まれている｡

このニーズにこたえ,日立製作所は,イメージ処理技術を応用し,各椎の文吉情

報の保管･検索･編集･複写･伝送が可能な高槻能の文書管理システムを試作した｡

本システムは,英･数字,仮名,漢字などのコードデMタに加えて,地図,図面,印

影,手書文字などのイメージデータが処理できる｡また,対話形式による文書編集

とフォーマット定義機能,マルチウイ ンドウ表示方式の導入などにより,マンマ

シン性を強化するとともに,‾文書イメージ編集の基礎となる切出合成技術を開発

した｡

以下,本稿では,イメージ編集処理を中心に文書管‡里システムの概要と応用例に

ついて報告する｡

口 緒 言

近年,オフィス業務の生産性向上に対する関心が高まり,

文書の作成､保管,検索,編集,複写,伝送などのシステム

化が強く望まれている｡日†糾丈りj及う史許情報には,英･数字,

イ反名,漢字コードなどの符号に変換できる情報と,地図,図

面,印影,手書文字などのイメMジデータがi昆在する｡従来,

オフィスでのコンピュータ化は,前者のいわゆるコードデ【

タ処王里を中心に進められてきたが,最近はイメージデータを

含む,より高度の文書管理機能が要求されるようになった1)･2)｡
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文書管‡里システムの基本機能 文書管理システムは,英･数字,

仮名,漢字コードや図表,印影,手書文字などの各種の文書情報をコンピュー

タ ファイルに蓄積L.データの登三録,検索.】昌加,削除,編集,伝送などの

機能をもつ｡
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こグ)ようなニーズを背景に,日立製作所は,イメ【ジ処王里

技術を応用した新しい‾史書管三哩システムを試作した｡本シス

テムは,各種の文書情報の保管･検索･編集･授与･伝送機

能をもつ｡その特長は,従来のコードデータに加えて,J也図,

図面,印影,手書文字などのイメ"ジデータが取り放える点

にある｡イメーージデータは,切出,合成,拡大,縮小,圧絶

伸張などを施すが,このうち切出,合成とは,‾文書上の船形

領域に関するイメージデータ(部分図)をメモリ間で転送する

処理を言う｡すなわち,文書の中から署名,手書メモ,印影,

写貴などを切り抜き,逆にそれらを他の文書上に重畳すると

いった処理であり,各種の編集機能を実現するための基礎と

なる｡A4半りの書類をイメージデータに変換すれば,データ

量は4Mビットにもなり,従来のコードデータ処理に比べて

大量のデータを1取り扱う必要がある｡このため,処王里の高速

化が重要な課題になる｡日立製作所は,文書イメージ編集に

適したデータ転送のアドレスf別御方式を開発し,この問題を

解決した3)｡

以下,本稿ではイメージ編集処理を中心に,‾文書管理シス

テムの概要と応用例について報告する｡

臣l 文書管理システムの機能と構成

2.1基本機能

文書管理システムの基本機能を図1に示す｡主な機能は,

(1)ハイブリッド ファイル管理,(2)文書イメージ編集,(3)入

出力処理とイ去送(メイリング)などである｡

(1)ハイブリッド ファイル管理

本システムは,英･数字,仮名,漢字コードや図表,印影,

手書‾文字などの各種の文書情報をコンビュⅥタ フアイルに蓄

積する｡ファイル管理とは,データ登録や検索,追加,削除

などを制御する機能を言う｡コMドデータとイメージデータ

は性質が異なる情報であるが,これらを統一的に管理するハ

イブリッド方式を特長とする｡ファイル種別には,文書編集

のレイアウト情報を格納するフォーマ､ソト ファイルをはじめ,

ドキュメント ファイル,データ ファイルなどがある｡

*
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(2)文書イメ【ジ編集

史書グ)作成,修正,転記などの機能に必要なイメージ処理,

テキスト処理,データ処玉里を行なう｡

地図,印影欄のような文書上のイメージデ【タを部分凶と

呼ぶ〔〕文書情報をコンピュータに入力する場合,二の部分図

を単位に切り出してファイルに格納する｡逆にファイルの中

から必要な部分図を選択し,数値,文字データや罫線などと

介成することにより,目的?文書を作成することもできる｡

イメージ処理機能としては,こグ)切出,合成のほかに,拡大,

縮小,圧縮,伸張などがある｡

文書管理システムはイメージ処理に重点があるが,従来の

ワー1ド‾7Cロセッサで知られているような,漢字を含むテキス

ト処理機能をもつ｡また,計数デ【タの更新,集計などの簡

易データ処理機能を内戚するととい二,ホストコンピュータ

接続のワークステーションとしても利用できる｡

(3)入出力処理と伝送(メイリング)

文書情報をファクシミリで読み取り,イメ【ソテータに変

換してコンピュータに入力する｡検索用キMデータや仙名,

状字コードなどは,キーポ【ドやタブレソトから入力する｡

また,データの登録,検索,編集などの指ホは,イメージデ

ィスプレイ上で対話形式により行なう｡ディスプレイ_Lには,

ヒ記のイメージ処理･テキスト処理･データ処理の出力結果

を同【一画面に′ナ成表示できるしつ また,ディスプレイ画廊を

｢ウインドウ+と呼ぶ幾っかの表示領域に分割,管理すること

により,複数の文書情報を比較只弓合あるいは転記編集する操

作を容易にLた(マルチウインドウ表ホ方式)亡.ファクシミリ

は文吉情報の入出力装置であるが,これを用いたメイリング

も行なえる｡

2.2 システム構成

試作したシステムの構成を図2に示す｡16ビットマイクロ

7しロセッサを用い,分声牧処王里形のコンパクトなシステムとL

た｡端末装置は,キーボuド(英･数了,仮名),イメ【ジディ

スプレイ,ファクシミリ,レ【サブリンタ,タブレソトなど

から成る｡ファクシミリ(GIII規格,線密度:8本/m)はイ

メ【ジ入出力装置であり,本システムの出力情報を回線経由

で遠隔地に伝送することもできる｡タブレットは,手書きの

文字や同形のオンライン人力用であり,また,状字入プJ端末

(ペンタッチ)としても用いている｡漢字データは,タブレッ

ト方式以外に,キーボードからの仮名コ【ド指定の方法も並

用した｡

イメージ処理部は,

などの機能をもち,

マイク ロ

プロセッサ

切出,fナ成,拡大,縮小,圧縮,伸張

1Mバイトのイメージメモリを実装する｡

イメージ処理部

キーボード
タブレット

イメージ メモリ

磁気ディスク イ メ
ー

ジ

ディスプレイ
ファクシミリ レーザプリンタ

図2 文書管理システムの構成 本システムは.マイクロプロセッサ,

イメージ処理部を中心に,キーボード,イメージティスプレイ,ファクシミリ,

レーザプリンタ,タブレットなどの端末装置から成る′.
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図3 切出合成処理とメモリ上のデ"タ列 文書情報は2三た元の広

がりをもつが,コンビュ【タ内部ではl次元のテ一夕列として表現される メ

モリ上に分散する部分図テ一夕(斜線部)を.一つの連続したメモリ領土或に転送

する処理が切出であり,その逆の処王里が合成である､

このイメ【ンメモリは,切出,合成を高速化するためのアド

レス制御機構を備えている｡以‾F,高速切出ナナ成処理の原理

とI心用例を垂ノ如二説明する｡

田 文書イメージ編集における切出合成処理

3.1技術課題

丈宵情報をコンヒュータに入力する際,地図,印影欄など

の部分同を切り出し,逆に,文吉作成･編集時にこれを合成

する.っ 文吉情報は2次元の広がりをもつが,ヨンピュータ内部

では,図3に示すような1次j亡のデータ列として表現される｡

二のとき斜線部の部分凶データは,同図中,(丑,(乱 …で示

すように行単位に分割され,メモリ上の幾つかの領域に分散

することになる｡このように,幾つかのメモリ領域に分散す

る部分図データを､一つの連続的なメモリ領j戎に転送する処

理か切出であり,その逆の処理が合成である｡

従来,メモリ上のデータ転送にDMA(Direct Memory Ac-

cess)方式が多捕されている｡しかし,単純なDMA方式は,

連続的なメモリ領域でのデータ転送を行なうものであり,

したがって,_L記の制約をもつ部分図に対しては,DMAの起

動･終了処理を行単位に練I)返す必要がある｡そのオーバ

ヘッドにより,実効的な処理速度が低下するという問題があ

った｡

3.2 アドレス制御機構による高速化

メモリ上の部分図データは行単位に分散してし､るが,切出

合成処羊里を高速化するためには,仮想的に,これを一つの連

続データとして処理できればよい｡日立製作所は,図4に示

すアドレス制御方式を開発することによって,この問題を解

決した｡すなわち,DMA転送時のメモリ上の転送アドレスを

示すカウンタを設け,部分図の1行分のデータ転送を終了す

るたびに,このアドレス カウンタが二大行データのアドレス

を指すように,アドレス カウンタの内容をスキップさせる

ものである｡同図の加算器がこのスキップ処理を行ない,ス

キップ幅Jは,全体図の横幅れと部分図の横幅qの差に等しい｡

同図中のデータ カウンタは,qで初期化され,データ転送の

タイ ミング パルスが内容をテクレメン卜する｡データ カウ

ンタがゼロになれば,qレジスタの内容を再ロードし,次行の
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タイミングパルス

一1

＋1

加算器

Jレジスタ

マレジスタ

データ カウンタ

ロード

アドレス カウンタ

メモリ アドレス

ロード "1
ライン カウンタ

終了信号 †扇
図4 切出合成処‡里高速化のためのメモリ アドレス制御方式 部分図のl行分のチータ転送を終了するたびに,アドレス カウンタが次行テ【タの

先頭アドレスを指すように,アドレス カウンタの内容を自動的にスキップさせる このアドレス制御をハードウェアで実現することにより,切出合成処王里を高速

イヒLている‥

データ転送に柊る｡この処王聖をp回(部分図の行数回)棟り起

し,ライン カウンタがゼロになった時点で,当該部分図の

切山合成を終了する｡

切出合成処理を一般化すれば図5のデータ転送となり､転

送元と転送先の収方に対して,アドレス スキ･ノブの制御を

行なえばよい｡この機能を区16にホすメモリ制御装置によっ

て実現した｡本装置の各種レジスタあるいはカウンタに設三三

するパラメータは二大のとおりである｡
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図5 切出合成処玉里におけるデータ転送 メモリ上の部分周データ

(斜線部)は,一蝦に行単位に分割されている｡転送元のデータ間隔(/l)がゼロの

場合が合成であり,転送先のチータ間隔(/2)がゼロの場合が切出である｡

(1)転送元先頭アドレス(Al)

(2)転送元データ間隔(ム)

(3)転送先先豆自アドレス(A2)

(4)転送先データ間隔(ム)

(5)部分同の横長さ(q)

(6)部分図の縦長さ,すなわち行数(p)

以上,概説したアドレス制御をハードウェアで実現してお

り,ソフトウェアによる起重い終了処理は,各部分凹に対し

て1回行なえばよい｡このオーバヘッド削;域によって切出合

成処理を高速化した｡

3.3 処理時間の評価

上記のアドレス制弓卸機構による効果を評価するため,切出

介成の処‡里時間を,単純DMA方式のそれと比較した.⊃刈`象と

する部分図のサイズ(横長さと行数)として,4ケースについ

て検討した｡各ケースの条件と処芦帥引～=りの実測結果は表1に

示すとおりである｡同表が示すように,本方式による処理速

度は単純DMA方式のそれと比べて,11.8倍(ケース1),38.4

倍(同2),18.3倍(向3),55.9倍(同4)であり,切出合成処

理を大幅に高速化していることが分かる｡

【】 応 用 例

‾文吉管理システムでのイメージ処理技術のJ応用例として,

(1)文書イメ【ジ編集と(2)マルチウインドウ表示の画面制御

について次に説明する｡

データ バス/コントロールバス

Jl

Jlレジスタ

タイミング制御部

加算器

月1 J2

J2レジスタ

dz

ロード

アドレス カウンタ

qレジスタ

データ カウンタ

ロード

加算器 アドレス カウンタ

アドレス セレクタ

ライン カウンタ

終了信号

アドレス バス

図6 切出合成機能をもつメモリ制御装置の構成 切出合成処理を高速化するために,データの転送元及び転送先のメモリ アドレスを制御Lている.

本装置の各種レジスタあるいはカウンタに設定するパラメータは,転送元先頭アドレス(AI),転送元データ間隔(Jl),転送先先頭アドレス(AJ),j転送先データ間隔

(/2),部分区lの横長さ(q)と縦長さ,すなわち行数(p)なと′である
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表l切出合成処理時間の比較 本方式による処理速度は,単純DMA

方式に比べてl】.8倍(ケースl),38.4倍(同2),=L3倍(同3),55.9倍(同4)

であり,切出合成処]哩を大幅に高速化していることが分かる′.

項 目
ケ ー ス

l Z 3 4

吾『

高
横長さ(ドット) 640 160 320 80

縦長さ(行) I60 640 80 320

処
王里

時
間

(A)

単純DMA(ms)
172.8 652.8 84.2 324.2･

(B)

木方式(ms)
14.6 】7.0 4,6 5.8

(A/B)

処三哩時間比
11.8 38.4 18.3 55.9

注:略語説明 DMA(Djre()t Memory Access)

4.1文書イメージ編集

図7に示す印鑑証明書は,イメージデータを含む文書編集

の一例である｡同図中,氏名･住所ファイル(コードデータ)

と印影ファイル(イメージデータ)を検索し,該当データをイ

メ【ジメモリ上で編集する｡編集のレイアウトや罫線,タイ

トルなどの書式を示すフォーマット情報は,あらかじめ定義

しておく｡本システムでは,対話形式によるフォーマット定

義機能を備えているので,レイアウトの設定や修iEを容易に

行なえる｡

4.2 マルチウインドウ表示による画面制御

日常のオフィス業務では,複数の文書情報を同時に参照し

て,比較照合あるいは転記編集する場合が多い｡この処理を

ディスプレイ上で実現するために,本システムでは,図8に

示すマルチウインドウ方式を導入した｡これは,ディスプレ

氏名･住所ファイル

(コードデータ)
印影ファイル
(イメージデータ)

フォーマット
フ ァ イ ル

レイアウト
罫線

タイトル

文 書 イ メ
ー

ジ 編 集

且

<旨コ
文 字

フォント

印鑑登録証明書

苛
氏

名
井⊥

件
1F

ノj
L] あ20年8月6

住

所 日本市日本町1丁臼2哉3号

山■

U
.
リ

登
録

番
号

013003
豊iF

f】
銀 しJ

昭和56年 7月10FJ

ふ吉は､印鑑登録原票の写しであることを､証明する｡

昭和56年11月12日

日射長 日立 太郎

図7 イメージデータを含む文書編集の一例 氏名･住所ファイル

(コードデータ)と印影ファイル(イメージデータ)を検索L,該当データを所定

のフォーマットに従って編集することにより,印鑑登毒曇証明書を作成Lている.ニ
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ディスプレイ画面

イメージデータ

(⊃

0

0

と
図8 マルチウインドウ方式による画面表示 ディスプレイ画面を,

｢ウインドウ+と呼ぷ表示領域に分割･管理Lているので,複数の文書情報の比

較･照合や転記編集が容易に行なえる.､

表2 マルチウインドウ方式における画面制御コマンドの例

ウインドウの生成.削除,移動,スクロールなどの画面制御のためのコマンドを

示す.

コ マ ン ド 名 機 能

CREATE ウインドウを生成

DEJETE ウインドウを削除

SCALE ウインドウを拡大･縮′ト

MOVE ウインドウを移動

FLOAT ウインドウ間の重なりを変更

FIND データを検索･表示

SCROJ+ テ○一夕をスクロール

EXCHANG巨 ウインドウ間で表示データを交操

イ画面を｢ウインドウ+と呼ぶ表示領i或に分割･管理する方

式であI),同図の例では,二つのウインドウに,イメ【ジデ

【タの【一部を切り出して表示している｡ウインドウの生成,

削除,不多動,スクロ【ルなどの画面制御は,対話形コマンド

により行なう(表2)｡このマルチウインドウ方式には,切出

合成処理などのイメージ処理技術を応用している｡

8 結 言

日立製作所では,イメージデータを含む各種の文書情報の

保管･検索･編集･複写･伝送が可能な高機能の文吉管羊里シ

ステムを試作した｡二のシステムは,英･数字,仮名,

などのコ【ドデータに加えて,地図,図面,印影,手書文ご‾;･二

などのイメージデータが処理できる｡また,対話形式による

文書編集とフォーマット定義機能,マルチウインドウ表示方

式などの特長をもつ｡本稿では,本システムの基本機能と構

成,及び切札 合成などのイメ【ジ処玉里技術と応用例につい

て報告した｡
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